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稼働し、約7000㌔㍗級の発
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総
合
計
画
と
は

　

大
野
市
の
将
来
を
展
望
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
目
標
と
方
向
を
明
ら

か
に
し
た
最
上
位
の
計
画
で
あ

り
、
長
期
的
・
総
合
的
な
市
政
運

営
の
指
針
と
な
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
国
や
県
な
ど
と
の
相
互

の
連
携
と
調
整
を
図
る
と
と
も

に
、
市
民
や
各
種
団
体
な
ど
が
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

上
で
の
指
針
と
な
る
計
画
で
す
。

　

総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」

と「
基
本
計
画
」で
構
成
し
て
い

ま
す
。

　

基
本
構
想
で
は
、
大
野
市
の
将

来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
基
本
構
想

の
期
間
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
す
。

　

基
本
計
画
で
は
、
基
本
構
想
に

沿
っ
て
必
要
な
施
策
や
事
業
を
体

系
的
に
示
し
て
い
ま
す
。
平
成
23

年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
５

年
間
を
前
期
基
本
計
画
、
平
成
28

年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５

年
間
を
後
期
基
本
計
画
と
し
て
い

ま
す
。 

計
画
全
体
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

計
画
全
体
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
図
書
館
や
和
泉
支
所
、
各
公

民
館
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問　

企
画
財
政
課

　
（
☎
64
・
４
８
２
３
）

市長からのメッセージ
　本市は、平成23年２月に第五次大野市総合計画を策定し、前期基本計画に基づき、さまざまな施策を推進して
まいりました。
　特に、中部縦貫自動車道や国道158号などの幹線道路整備促進や保健医療福祉サービス拠点施設、新庁舎の
整備などを推進してまいりました。
　また、湧水文化の再生や中心市街地の活性化、環境に調和した越前おおの型農業の推進、そして豊かな森林
資源の活用による持続可能な林業の推進に取り組むとともに、大

おおのびと

野人の育成を図り、市民力や地域力を生かした
市民総参加型の市政を推進してまいりました。
　後期基本計画では、前期基本計画における市政推進に有効な施策を継続するとともに、
地方創生・人口減少対策などの新たな施策を展開することとし、将来像「ひかりかがやき、
たくましく、心ふれあうまち」の実現に向け、積極的に取り組んでまいります。
　本計画の策定に当たりまして、貴重なご意見やご提案をお寄せいただいた皆さまに厚く
お礼申し上げますとともに、将来像の実現に向けた本計画の円滑な推進に一層のご支援と
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

心ふれあうまち

成
果
指
標

基本構想後期基本計画

成
果
指
標

主
な
事
業

主
な
事
業

施　

策

施

策

基
本
施
策

基
本
施
策

基
本
目
標

基
本
目
標

構
想
実
現
の
柱

構
想
実
現
の
柱

将
来
像

【第五次総合計画の構成】

実現を目指して 第
五
次
大
野
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
始
ま
る

大野市長
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[将来像] 大野市が目指す平成32年のまちの姿
　

将
来
像
の
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉

は
、
大
野
市
が
目
指
す
平
成
32
年

の
状
態
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

ひ
か
り
か
が
や
き
…

　

人
、
歴
史
、
文
化
、
伝
統
、

自
然
環
境
、
食
な
ど
は
大
野
市

が
全
国
に
誇
る
こ
と
が
で
き
る

魅
力
で
す
。
魅
力
あ
る
素
材
の

す
べ
て
が
磨
か
れ
て
い
ま
す
。

た
く
ま
し
く
…

　

大
野
人
は
、
純
朴
さ
の
中
に
も

幕
末
の
大
野
丸
に
象
徴
さ
れ
る
進

取
の
気
象
と
雪
国
特
有
の
粘
り
強

さ
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
大
野

人
の
良
さ
を
保
ち
続
け
る
と
と
も

に
、
大
野
の
魅
力
を
発
揮
す
る
人

と
産
業
が
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い

ま
す
。

心
ふ
れ
あ
う
…

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
人

と
人
と
の
触
れ
合
い
や
共
に
語

り
合
う
こ
と
を
大
切
に
、
互
い

に
学
び
、
働
き
、
憩
う
こ
と
で
、

心
が
満
ち
て
ゆ
と
り
が
あ
り
ま

す
。
人
情
味
が
あ
ふ
れ
る
も
て
な

し
の
心
で
、
訪
れ
る
人
と
も
交
流

が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

基 

本 

構 

想

　

将
来
像
の
下
に
、
人
が
元
気
、
産
業
が
元
気
、
自
然
が
元
気
、

そ
し
て
行
財
政
改
革
と
い
う
構
想
実
現
の
た
め
の
柱
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
柱
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
な
る
基

本
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

①意識調査アンケートの実施
　実施期間　平成26年10月～11月

回答者数　市民459人（配布数1000、回収率45.9㌫）
②大野市人口減少対策会議における協議
　委員構成　市民、学識経験者28人
　協議期間・回数　平成27年４月～10月で５回
③パブリックコメントの手続き実施
　実施期間　平成27年９月17日～30日
　意見数　４人から７件

ひかりかがやき、たくましく、

◎前期基本計画の基本施策に「福井しあわせ元気
国体・福井しあわせ元気大会の開催」、「人口減
少対策と地方創生の推進」を新たに追加

◎基本施策「保健・医療・福祉の一体的取り組み」
を「共に支えあう地域福祉の推進」に変更

◎施策に「女性が活躍できる環境整備」などを追加
◎その他の基本施策などについても、前期基本計

画の体系を基本としつつ、社会情勢などを考慮
し修正

自然
が元気

産業
が元気

人
が元気

優しく賢くたくましい大野人が育つまち

共に思いやり支え合う安全で安心なまち

誰もが快適で暮らしやすいまち

越前おおのの魅力あふれる活力あるまち

美しく豊かな自然環境を育み継承するまち

【構想実現のための柱】

構想実現のための柱と基本目標
【基本目標】

基本構想実現に向けた行政運営

策定の経過 後期基本計画のポイント

越前おおのの
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[将来の見通し] 平成32年の目標人口と目標ふれあい交流人口
　第五次大野市総合計画の策定時には、国立社会保障・人口問題研究所による大野市の平成32年の人口は、
３万1650人になると予測されていました。政策的要因として、中部縦貫自動車道の一部供用開始や、国
道158号、保健・医療・福祉サービス拠点などの社会基盤整備が進むことなどによる、若者と元気な高齢
者の人口増を見込み、目標人口を３万3000人と設定しました。
　しかしながら、平成25年３月の同研究所による予測では、平成32年の将来推計人口は、３万522人と
なり、予測以上に人口減少が進んでいる状況にあります。
　後期基本計画では、より一層の地方創生・人口減少対策への取り組みによる人口減少の抑制を見込み、
目標人口を３万2000人と設定します。
　もう一つの目標として、人口に１日当たりの大野市外からの来訪者数を加えた「ふれあい交流人口」の見
通しを取り入れています。
　第五次大野市総合計画策定時の大野市の年間観光入り込み客数は、150万人前後で横ばい状況にありま
したが、人、歴史、文化、伝統、自然環境、食などの地域資源を磨きつつ、有機的に連携させ、中部縦貫
自動車道の一部供用開始など社会基盤が整うことで、観光客の大幅増を見込み、目標年間観光入り込み客
数を200万人（１日当たり約5000人）と設定し、目標ふれあい交流人口を３万8000人と設定しました。
　平成26年においては、「結の故郷発祥祭」による年間を通じたイベントの開催や、「天空の城 越前大野城」
のＰＲ効果などにより、年間観光入り込み客数は193万人でした。
　後期基本計画では、更なる観光客数の増加に向けた取り組みを進め、目標年間観光入り込み客数を220
万人（１日当たり約6000人）と設定することとし、目標ふれあい交流人口は現状維持の３万8000人と設定
します。

人口 【前期】３万3000人 ➡ 【後期】３万２０００人
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人
が
元
気

基
本
目
標　

優
し
く
賢
く
た
く
ま

し
い
大
野
人
が
育
つ
ま
ち

●
基
本
施
策
１　

結
の
心
あ
ふ
れ

る
人
づ
く
り

　

ふ
る
さ
と
に
根
差
し
た
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
や
家
庭
の
教

育
力
、
地
域
の
教
育
力
の
充
実

な
ど
を
進
め
ま
す

●
基
本
施
策
２　

豊
か
な
心
を
育

て
る
文
化
力
の
育
成

　

文
化
的
遺
産
の
保
存
と
活

用
、
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
り

ま
す　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

基
本
目
標　

共
に
思
い
や
り
支
え

合
う
安
全
で
安
心
な
ま
ち

●
基
本
施
策
６　

高
齢
者
の
安

全
安
心
の
確
保
と
社
会
参
加

の
促
進

　
　

高
齢
者
に
関
し
て
、
支
援
体

制
の
充
実
と
と
も
に
交
流
活
動

の
促
進
や
活
躍
の
場
を
創
出
し

ま
す

●
基
本
施
策
11　

災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進

　
　

危
機
管
理
体
制
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
力

の
強
化
、
救
急
体
制
の
充
実

な
ど
を
図
り
ま
す　
　

   

な
ど

産
業
が
元
気

基
本
目
標　

誰
も
が
快
適
で
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち

●
基
本
施
策
14　

中
部
縦
貫
自
動

車
道
の
整
備
促
進

　
　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備

促
進
と
併
せ
て
越
前
お
お
の
ま

る
ご
と
道
の
駅
ビ
ジ
ョ
ン
の
核

と
な
る
施
設
を
整
備
し
ま
す

●
基
本
施
策
15　

幹
線
道
路
網
の

整
備

　
　

国
道
１
５
８
号
や
１
５
７
号

大
野
バ
イ
パ
ス
な
ど
幹
線
道

路
、
主
要
道
路
の
整
備
促
進
を

図
り
ま
す　
　
　
　
　
　

な
ど

基
本
目
標　

越
前
お
お
の
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
活
力
あ
る
ま
ち

●
基
本
施
策
23　

越
前
お
お
の
型

農
業
の
推
進

　
　

農
業
と
農
山
村
の
活
性
化

対
策
と
と
も
に
、
農
地
の
適

正
な
管
理
と
農
業
基
盤
整
備

の
推
進
や
鳥
獣
被
害
の
な
い

里
づ
く
り
を
進
め
ま
す

●
基
本
施
策
25　

中
心
市
街
地
の

活
性
化

　
　

越
前
お
お
の
結
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
中
心
と
し
た
周
辺
広
場
な

ど
の
利
活
用
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
ま
ち
な
か
満
足
度
の
向

上
や
魅
力
あ
る
商
店
街
の
形
成

を
促
進
し
ま
す　
　
　
　

な
ど

自
然
が
元
気

基
本
目
標　

美
し
く
豊
か
な
自
然

環
境
を
育
み
継
承
す
る
ま
ち

●
基
本
施
策
30　

地
下
水
の
保
全

と
湧
水
文
化
の
再
生

　
　

地
下
水
保
全
活
動
の
啓
発
と

支
援
を
進
め
る
と
と
も
に
、
湧

水
文
化
の
再
生
を
図
り
ま
す

●
基
本
施
策
31　

豊
か
な
自
然
環

境
の
保
全
と
創
出

　
　

農
山
村
の
自
然
環
境
や
森
林

の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
水
路
な
ど
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
化
石

の
保
全
と
活
用
を
図
り
ま
す

●
基
本
施
策
32　

快
適
な
生
活
環

境
の
保
全

　
　

水
質
保
全
の
た
め
の
整
備
と

と
も
に
、
公
害
の
防
止
と
環
境

美
化
の
推
進
を
図
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

行
財
政
改
革

基
本
構
想
実
現
に
向
け
た
行
政
運
営

●
基
本
施
策
35　

人
口
減
少
対
策

と
地
方
創
生
の
推
進

　
　

推
進
体
制
を
確
立
す
る
と
と

も
に
、
大
野
市
総
合
戦
略
に
基

づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
事
業

を
推
進
し
ま
す

●
基
本
施
策
36　

市
民
総
参
加
・

協
働
型
の
市
政
の
推
進

　
　

広
報
や
情
報
公
開
制
度
な
ど

の
充
実
と
と
も
に
、
市
民
が
利

用
し
や
す
い
市
役
所
の
実
現
に

取
り
組
み
ま
す

●
基
本
施
策
37　

情
報
化
社
会
に

対
応
し
た
市
政
の
推
進

　
　

高
度
情
報
化
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
大
野
市
外
に
向
け
た

魅
力
情
報
の
発
信
な
ど
に
努
め

ま
す　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

基
本
構
想
で
設
定
し
た
５
つ
の
基
本
目
標
と
基
本
構
想
実
現

に
向
け
た
行
政
運
営
に
沿
っ
て
、
今
後
５
年
間
に
実
施
し
て
い

く
施
策
や
主
な
事
業
を
体
系
的
に
整
理
し
た
計
画
で
す
。

後
期
基
本
計
画

越
前
お
お
の
元
気
プ
ラ
ン

指　　標
平成26年度

現　状
平成32年度

目　標

「将来の目標や夢を持ってい
る」児童・生徒の割合

小学校 92㌫
中学校 72㌫

小学校 100㌫
中学校 100㌫

お出かけホットサロン事業な
どの参加人数

１万8700人 ２万2000人

中部縦貫自動車道大野油坂道
路の全線開通

大野東～和泉間の
工事着手

大野～油坂間の
一部供用開始

新規就農者数 21人 30人

芝桜などの植栽面積 33万平方㍍ 50万平方㍍

市ホームページアクセス件数 30万5916件 37万件
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会 　 計 　 名 平成28年度予算 対前年比

一　般　会　計 177億3500万円 △ 0.4㌫

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 45億5490万円 △ 0㌫

和 泉 診 療 所 事 業 １億3657万円 39.9㌫

後 期 高 齢 者 医 療 ３億8067万円 △ 0.5㌫

介護保険事業（保険事業勘定） 40億2182万円 0.3㌫

介護保険事業（介護サービス事業勘定） 2093万円 7.9㌫

簡 易 水 道 事 業 １億3629万円 0.0㌫

農 業 集 落 排 水 事 業 ３億2798万円 1.9㌫

下 水 道 事 業 15億3804万円 12.0㌫ 

小　　　　　計 111億1720万円 2.0㌫

水　道　事　業 ３億1949万円 29.8㌫

総　　　　　計 291億7169万円 0.8㌫

各会計別予算の規模

第五次総合計画 後期基本計画スタート
人口減少対策、地方創生、若者の応援などに重点おく

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
は
、
３
月
定
例
市
議
会
で

可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、

１
７
７
億
３
５
０
０
万
円
と
な
り
、
過
去
４
番
目
の
予
算
規

模
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
費
喚
起
や
人
口
減
少
対
策
に
重
点
を
お
き
、
昨
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
を
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な

く
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問　

企
画
財
政
課
（
☎
64
・
４
８
２
３
）

177億3500万円
対前年度  6400万円の減額

一般会計

　国・県などの補助金を最大限に活
用し、財政調整基金などの基金も積
極的に繰り入れて財源の確保に努め
るとともに、景気回復や徴収率の改
善による市税の増収9455万円（対前
年度比2.6㌫増）と地方消費税交付金
の増額を見込みました。

歳　入

　扶助費などの増加により社会保障
関係経費が高い水準で推移すること
を見込む一方、これまで取り組んで
きた人口減少対策や地方創生を加速
させるため、結婚・出産・育児・進学・
就職など若者や子育て世代への応援、
市民力と地域力を活用する地域づく
り、学校・生涯学習の充実、地域医
療の推進と健康づくり、商店街の活
性化と農林業や観光の振興、湧水再
生など環境保全対策に関する予算を
計上しました。

歳　出

【
歳
入
】

▼
市
税
…
市
民
税
、
固
定
資
産
税
な

ど
、
市
に
納
め
ら
れ
る
税
金

▼
繰
入
金
…
積
立
金（
基
金
）の
取
り

崩
し
や
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

る
お
金

▼
地
方
交
付
税
…
財
政
力
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

▼
国
・
県
支
出
金
…
市
が
行
う
特
定

の
事
業
に
対
し
て
国
や
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

▼
市
債
…
市
の
借
入
金（
借
金
）

▼
依
存
財
源
…
国
や
県
の
意
思
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ

た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る

収
入

▼
自
主
財
源
…
市
が
自
主
的
に
収
入

し
う
る
財
源

自主財源

依存財源

市税（21.3㌫）

繰入金（8.3㌫）

 その他
（3.2㌫）

諸収入
（2.2㌫）

譲与税・交付金
（5.4㌫）

地方交付税（34.1㌫）

国・県支出金
（20.2㌫）

市債
（5.3㌫）

歳　入

平
成
28
年
度 

当
初
予
算
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人
が
元
気

●
優
し
く
賢
く
た
く
ま
し
い

大
野
人
が
育
つ
ま
ち

結
の
故
郷
づ
く
り
交
付
金
事
業

１
３
２
３
万
円

　

自
治
会
や
地
域
づ
く
り
団
体
が

企
画
・
立
案
し
た
地
域
づ
く
り
事

業
を
対
象
に
公
民
館
単
位
で
支
援

し
ま
す

国
民
体
育
大
会
開
催
準
備
経
費

　
　

１
３
９
５
万
円

　

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
等
実

行
委
員
会
の
運
営
経
費
で
す

小
学
校
施
設
営
繕
事
業

１
７
４
０
万
円

　

小
山
小
学
校
体
育
館
屋
根
と
上

庄
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
改
修
し

ま
す

越
前
大
野
城
歴
史
空
間
整
備
事
業

３
８
１
６
万
円

　

越
前
大
野
城
内
を「
城
下
町
お
お

の
」の
歴
史
、
文
化
を
感
じ
取
れ
る

空
間
に
改
修
整
備
し
ま
す

体
育
施
設
改
修
事
業２

８
０
０
万
円

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
総
合
体
育
施

設
の
外
壁
を
改
修
し
ま
す

海
洋
セ
ン
タ
ー
維
持
改
修
事
業

２
２
５
０
万
円

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
大
規

模
改
修
し
ま
す

●
共
に
思
い
や
り
支
え
合
う

安
全
で
安
心
な
ま
ち

防
災
資
機
材
整
備
事
業

２
４
６
６
万
円

　

災
害
の
発
生
に
備
え
食
料
、
資

機
材
を
購
入
し
ま
す

給
水
タ
ン
ク
車
整
備
事
業

１
４
９
９
万
円

　

加
圧
式
給
水
タ
ン
ク
車
と
給
水

用
ポ
リ
タ
ン
ク
を
購
入
し
ま
す

結
の
故
郷
す
こ
や
か
・

　
　
　

ゆ
め
み
ら
い
応
援
券
事
業

１
億
１
１
４
８
万
円

　

市
内
に
定
住
す
る
結
婚
も
し
く

は
出
生
し
た
子
を
養
育
し
て
い
る

世
帯
に
市
内
店
舗
で
使
用
で
き
る

10
万
円
の
商
品
券
を
交
付
し
ま
す

元
気
な
お
お
の
っ
子
出
産
応
援
事
業

２
６
１
４
万
円

　

妊
婦
健
康
診
査
・
乳
児
健
康
診

査
を
実
施
し
ま
す

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業

（
介
護
保
険
事
業
）

２
４
０
万
円

　

在
宅
医
療
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
運
営
し
在
宅
療
養
の
市
民
啓
発

を
強
化
し
ま
す

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

（
介
護
保
険
事
業
）

１
５
９
万
円

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

平
成
29
年
度
か
ら
開
始
す
る
新
総

合
事
業
の
実
施
に
向
け
た
生
活
支

援
等
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
を
整
備
し

ま
す

消
防
自
動
車
等
整
備
事
業

１
億
７
７
０
１
万
円

　

25
㍍
級
は
し
ご
付
消
防
自
動
車

と
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を

更
新
し
ま
す

主
要
事
業

▼
人
件
費
…
報
酬
や
給
与
な
ど

▼
扶
助
費
…
高
齢
者
、
児
童
、
心
身

障
害
者
な
ど
を
支
援
す
る
経
費

▼
公
債
費
…
市
の
借
金
な
ど
を
償
還

す
る
経
費

▼
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共

施
設
の
新
増
設
に
必
要
と
す
る
経

費
▼
物
件
費
…
賃
金
や
旅
費
、
交
際
費
、

需
用
費
な
ど

▼
補
助
費
等
…
市
か
ら
他
の
団
体
な

ど
に
対
し
て
、
行
政
上
の
目
的
で

支
払
う
経
費

▼
繰
出
金
…
一
般
会
計
か
ら
特
別
会

計
へ
繰
り
出
す
お
金

性　質　別 目　的　別

物件費 29億3613万円 16.5㌫
維持補修費 ３億4347万円 1.9㌫
補助費等 19億902万円 10.8㌫
積立金 １億590万円 0.5㌫
投資および出資金、
貸付金 ４億2010万円 2.4㌫

繰出金 22億3450万円 12.6㌫
予備費 1000万円 0.1㌫

その他の経費

建設事業費 17億1552万円 9.7㌫

投資的経費

項目 予算額 構成比
人件費 32億8699万円 18.5㌫
扶助費 31億8545万円 18.0㌫
公債費 15億8792万円 9.0㌫

義務的経費
歳出予算の性質別内訳 予備費（0.1㌫）

教育費（10.0㌫）

消防費（4.0㌫）

土木費（9.2㌫）

商工費（3.5㌫）

農林水産業費（7.9㌫）

労働費（1.5㌫） 衛生費（10.6㌫）

民生費（29.1㌫）

総務費（14.0㌫）

議会費（1.1㌫）
公債費（9.0㌫）

災害復旧費（0.0㌫）

歳　出

【
歳
出
】

▼
議
会
費
…
市
議
会
の
運
営
経
費

▼
総
務
費
…
地
域
づ
く
り
や
防
災
、

管
理
運
営
経
費
な
ど

▼
民
生
費
…
子
育
て
支
援
や
福
祉
の

充
実
な
ど

▼
衛
生
費
…
医
療
・
保
健
の
充
実
、

ご
み
対
策
な
ど

▼
労
働
費
…
労
働
者
の
福
祉
な
ど

▼
農
林
水
産
業
費
…
農
業
・
林
業
の

活
性
化
な
ど

▼
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振
興

な
ど

▼
土
木
費
…
道
路
・
住
宅
・
公
園
の

整
備
な
ど

▼
消
防
費
…
消
防
、
救
急
救
命
な
ど

▼
教
育
費
…
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
充
実
な
ど

▼
災
害
復
旧
費
…
災
害
に
よ
る
被
害

箇
所
の
復
旧
な
ど

▼
予
備
費
…
予
算
編
成
で
予
期
し
な

か
っ
た
支
出
へ
の
対
応
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産
業
が
元
気

●
誰
も
が
快
適
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

結
の
故
郷
は
た
ら
く
若
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

４
２
２
７
万
円

　

定
住
し
て
定
職
に
就
い
て
い
る

18
～
21
歳
ま
で
の
市
民
に
年
間

12
万
円
を
交
付
し
ま
す

自
転
車
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　

８
１
９
０
万
円

　

自
転
車
走
行
空
間
を
整
備
し

ま
す

　

・
市
内
自
転
車
走
行
空
間
整
備

　

・
真
名
川
河
川
敷
サ
イ
ク
リ
ン

　
　

グ
ロ
ー
ド
整
備　

な
ど

除
雪
車
更
新
事
業

　
　
　
　
　

４
０
０
４
万
円

　

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
更
新
し

ま
す

「
ま
る
ご
と
道
の
駅
」

　
　
　
　
　
　
　

拠
点
整
備
事
業

　
　
　

４
７
６
０
万
円

　
「
越
前
お
お
の
ま
る
ご
と
道
の

駅
」の
核
と
な
る
施
設
を
整
備
し

ま
す

●
越
前
お
お
の
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
活
力
あ
る
ま
ち

古
民
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

１
６
０
６
万
円

　

遺
贈
を
受
け
た
古
民
家
を
市

民
が
所
有
す
る
絵
画
な
ど
を
展

示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
整

備
し
ま
す

創
業
支
援
事
業
補
助

　
　
　
　
　
　

１
２
４
万
円

　

市
、
商
工
会
議
所
、
市
内
金
融

機
関
が
連
携
し
て
創
業
希
望
者
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

創
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
受

け
た
創
業
者
に
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
休
養
施
設

　
　
　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

　
　
　
　
　
　

５
２
９
７
万
円

　

う
ら
ら
館
再
開
の
た
め
に
必
要

な
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す

自
然
公
園
内
施
設
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

２
１
６
０
万
円

　

勝
原
園
地
に
公
衆
便
所
１
棟
を

新
設
整
備
し
ま
す

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　

２
億
８
１
６
８
万
円

　

農
業
者
・
地
域
住
民
が
参
画
す

る
組
織
の
農
業
用
施
設
の
保
全
管

理
活
動
や
長
寿
命
化
活
動
に
対
し

支
援
し
ま
す

越
前
お
お
の
定
住
促
進
事
業
補
助

　
　
　
　
　

２
１
０
０
万
円

　

転
入
者
や
在
住
者
で
40
歳
以
下

の
若
者
に
住
宅
取
得
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

　

新
婚
家
庭
が
親
や
多
世
代
同
居

の
た
め
に
す
る
住
宅
改
修
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す

自
然
が
元
気

●
美
し
く
豊
か
な
自
然
環
境
を

　
育
み
継
承
す
る
ま
ち

小
水
力
発
電
事
業
貸
付
金

　
　
　
　
　

２
億
円

　

電
源
開
発
株
式
会
社
の
こ
の
き

谷
発
電
所
竣
工
に
際
し
、
２
億
円

の
事
業
経
費
を
貸
し
付
け
ま
す

華
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
形
成
事
業

４
０
０
０
万
円

　

シ
バ
ザ
ク
ラ
な
ど
を
植
栽
す
る

際
に
係
る
苗
や
防
草
シ
ー
ト
な
ど

の
費
用
を
補
助
し
ま
す

化
石
保
全
活
用
事
業１

３
１
９
万
円

　

化
石
発
掘
体
験
会
を
実
施
し
、

化
石
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
養
成
し
ま

す
。
化
石
発
掘
体
験
セ
ン
タ
ー
を

整
備
し
ま
す

行
財
政
改
革

●
基
本
構
想
実
現
に
向
け
た

　
行
政
運
営

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業　
　
　

　
　

１
３
０
７
万
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
推
進
し
、
市

の
取
り
組
み
や
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
す

行
政
改
革
推
進
事
業　
　
79
万
円

　

第
七
次
行
政
改
革
大
綱
の
着
実

な
推
進
と
進
捗
管
理
に
要
す
る
経

費
で
す

市役所の機構が一部変わりました
　重点道の駅「(仮称）結の故郷」や産業団地の整備などのため、産経建設部に用地対策課を設置しました。
問　総務課（☎64・4820）

受付窓口の変更のお知らせ
　４月から「真名川憩いの島」、「奥越ふれあい公園ナイター」、「中学校ナイター」の利用受付は、エキサイト広
場総合体育施設から結とぴあ（（一財）市公共施設管理公社）に変わります。
受付時間　午前８時30分～午後９時30分
問　（一財）市公共施設管理公社（☎65・8766）
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宮澤　秀樹 副議長

日時　４月23日土午後３時（開演）～午後５時
場所　文化会館
入場料　無料
申込方法　往復はがきに「新曲発表会申込」と書き、その下に参加を希

望する人（福井県内在住３人まで）の①住所②氏名③電話番号を記入。
返信用はがきの宛先に代表者の郵便番号、住所、氏名を記入（はが
き１枚で３人まで申し込みできますが、１人１回限りの申し込みと
します。代表者を変えて重複して申し込んでも無効です）

募集人数　市民260人、市外（福井県民）130人
※応募多数の場合は抽選（４月中旬）。返信はがきにて当選の発表およ

び座席指定を行い、返信します
締切　４月８日金（必着）
申込先　秘書室　〒912-8666（住所は書かなくても届きます）
主催　株式会社五木プロモーション、株式会社ファイブズエンタテイ

ンメント
問　秘書室（☎64・4825）（平日の午前８時30分～午後５時15分）

　五木ひろしさんの新曲「九頭竜川・思い出の川」発表会が文化会館で開催されますので、観覧を希望する人
は、往復はがきで申し込んでください。

五木ひろしさんの新曲
「九頭竜川・思い出の川」発表会観覧者募集

第52代副議長に宮澤氏
　第397回定例市議会が、２月29日から３月18日まで開かれました。副議長の選挙が
行われ、第52代副議長に宮澤秀樹氏を選出。各委員会委員の選任なども行われました。
上程された議案などの審議結果は、５月号でお知らせします。 
　宮澤氏は４期目で、第46代市議会副議長や民生環境常任委員長などを歴任しています。

各
常
任
・
特
別
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
の
構
成

（
敬
称
略
。
◎
は
委
員
長
、

〇
は
副
委
員
長
）

議会運営委員会
常任委員会

民生環境 産経建設 総務文教

◎
畑
中　

章
男

〇
廣
田　

憲
徳

　

松
田　

元
栄

　

髙
岡　

和
行

　

島
口　

敏
榮

　

砂
子　

三
郎

◎
松
原　

啓
治

〇
川
端　

義
秀

　

永
田　

正
幸

　

梅
林　

厚
子

　

藤
堂　

勝
義

　

榮　
　

正
夫

◎
山
崎　

利
昭

〇
堀
田　

昭
一

　

野
村　

勝
人

　

髙
田　

育
昌

　

宮
澤　

秀
樹

　

兼
井　
　

大

◎
島
口　

敏
榮

〇
廣
田　

憲
徳

　

藤
堂　

勝
義

　

兼
井　
　

大

　

畑
中　

章
男

　

砂
子　

三
郎

　

榮　
　

正
夫

特別委員会

人口減少・若者定住対策 中部縦貫自動車道等幹線道路整備促進

◎
島
口　

敏
榮

〇
藤
堂　

勝
義

　

廣
田　

憲
徳

　

山
崎　

利
昭

　

松
田　

元
栄

　

梅
林　

厚
子

　

畑
中　

章
男

　

榮　
　

正
夫

◎
永
田　

正
幸

〇
髙
田　

育
昌

　

堀
田　

昭
一

　

野
村　

勝
人

　

宮
澤　

秀
樹

　

松
原　

啓
治

　

兼
井　
　

大

　

砂
子　

三
郎

定 例 市 議 会

〒912-○○○○

返信

新曲発表会申込

大野市○○
　大野太郎　
　66-1111

大野市○○
　大野花子
　66-1111

大野市○○

大野太郎  様

〒912-8666

往信

※記入しないで
　ください秘書室　あて
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日
時　

４
月
８
日
金
午
前
８
時
～
正
午

場
所　

城
下
町
南
広
場（
大
野
市
天
神
町
１
ー
１
）、
市
役
所

実
施
内
容　

・
開
式
、
人
員
報
告

・
一
斉
放
水

・
火
災
、
救
急
救
助
訓
練
（
県
防
災
ヘ
リ
、
郡
上
市
消
防
本
部
、

永
平
寺
町
消
防
本
部
、
勝
山
市
消
防
本
部
）

・
消
防
音
楽
隊
演
奏
（
嶺
北
消
防
音
楽
隊
）

・
分
列
行
進

・
防
災
ヘ
リ
展
示
、
消
防
車
両
展
示
、
消
防
体
験
な
ど

注
意
事
項　

　

訓
練
当
日
は
、
下
図
の
範
囲
で
城
下
町
南
広
場
が
規
制
さ
れ

ま
す
。
ま
た
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
城
下
町
南
広
場
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
場
外
離
着
陸
場
に
着
陸
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
に
ご
用
の
あ
る
人
は
、
係
員
が
誘
導

し
ま
す
。

問　

消
防
署
（
☎
66
・
０
１
１
９
）

平
成
28
年

大
野
市
消
防
総
合
訓
練

　

明
治
21
年
４
月
８
日
に
発
生
し
た
「
大
野
町
明
治
の
大
火
」

を
教
訓
と
し
、
消
防
職
団
員
の
士
気
高
揚
、
技
術
練
磨
と
市
民

の
皆
さ
ん
に
対
す
る
火
災
予
防
の
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

消
防
総
合
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
防
災
拠
点
エ

リ
ア
と
し
て
整
備
さ
れ
た
城
下
町
南
広
場
で
、
近
隣
消
防
も
参

加
し
た
総
合
訓
練
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期間　４月10日日～５月31日火※期間中、消防団
員が森林周辺のパトロールを実施します

防火標語　「誓います　森の安全　火の始末」
　気候も穏やかになり、山菜採りや登山など、これ
から山に入る機会が増えてきます。また、この時期
は空気が乾燥し、火災が発生しやすい気象条件でも
あります。
　山火事の出火原因は、たき火、たばこおよび火入
れなど人的要因によるものが圧倒的に多く、山火事
の消火には多くの困難を伴い、被害も甚大になるこ

とから出火防止の徹底が重要です。
　私たちの大切な森林資源を山火事から守るため、
森林周辺にお住まいの人、入山される人は、次のこ
とに注意しましょう。
①枯れ草などのある危険な場所、強風時や乾燥時の

たき火、火入れを中止しましょう
②火入れを行う際は、農業林業振興課の許可（届け

出）を受けてください。また、その場を離れる時
は完全に火を消しましょう

問　消防署（☎66・0119）

山火事に注意 ～山火事予防運動を実施します～

P

P
来庁者出入口 来庁者用駐車場

来庁者用駐車場

消防署

結とぴあ

市役所

来庁者出入口

駐車場入
口

駐車場入口三 番 通 り

一般見学場所

訓練使用範囲

駐
車
場
入
口

奥
越
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
入
口

一般見学者用駐車場
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大
野
市
避
難
行
動
要
支
援
者
の

避
難
支
援
プ
ラ
ン
作
成
計
画
を
改
訂

　

市
で
は
、
災
害
時
に
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど（
避
難
行
動
要
支
援

者
）の
地
域
に
お
け
る
適
切
な
避

難
誘
導
や
、
安
否
確
認
な
ど
を
迅

速
に
行
う
た
め
、
一
人
ひ
と
り
に

応
じ
た
支
援
内
容
や
、
支
援
す
る

人
な
ど
を
関
係
者
で
あ
ら
か
じ
め

話
し
合
い
、「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」

と
し
て
作
成
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
従
来
の「
大
野
市

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
プ

ラ
ン
作
成
計
画
」を
改
訂
し
、
本

年
３
月
に「
大
野
市
避
難
行
動
要

支
援
者
の
避
難
支
援
プ
ラ
ン
作
成

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

改
訂
の
内
容
は
、
災
害
対
策
基

本
法
の
改
正
や
市
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
に
伴
う
語
句
の
修
正
、
避

難
支
援
プ
ラ
ン
作
成
対
象
者
の
拡

大
、
避
難
支
援
等
関
係
者
の
拡
大

を
行
っ
た
ほ
か
、
避
難
支
援
プ
ラ

ン
の
更
新
や
避
難
訓
練
な
ど
の

実
施
に
つ
い
て
新
た
に
定
め
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
前
対
策
は
、
避

難
行
動
要
支
援
者
だ
け
で
な
く
、

支
援
す
る
人
の
身
を
守
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
対
象
者
に
避
難
支
援

プ
ラ
ン
の
作
成
を
呼
び
か
け
る
ほ

か
、
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
な

ど
と
連
携
し
て
、
避
難
支
援
プ
ラ

ン
の
作
成
や
見
直
し
、
訓
練
の
実

施
な
ど
、
支
援
体
制
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

●
避
難
支
援
プ
ラ
ン
作
成
の
対

象
と
な
る
人

①
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
高

　

齢
者

②
70
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

　

の
高
齢
者

③
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け

　

て
い
る
要
介
護
者

④
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

　

療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
精
神
障
害

　

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

　

け
て
い
る
人

⑤
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給

　

者
で
、
人
工
呼
吸
器
ま
た
は
気

　

管
切
開
を
行
っ
て
い
る
人
お
よ

　

び
重
症
認
定
患
者

⑥
そ
の
他
、
支
援
を
必
要
と
し
て

　

い
る
人

●
避
難
支
援
プ
ラ
ン
に
記
載
す

る
内
容

　

家
族
構
成
、
同
居
状
況
、
緊
急

　

連
絡
先
、
支
援
者
、
支
援
し
て

　

ほ
し
い
こ
と
、
普
段
い
る
部
屋

　

な
ど

問　

防
災
防
犯
課

　
（
☎
64
・
４
８
０
０
）

〇自主防災組織の災害時の活動
・被害状況などの情報収集、伝達
・住民避難誘導
・避難行動要支援者の避難支援
・住民安否確認

・初期消火
・避難所生活における自治
・その他、自主防災組織が定める各班の応急対策

　自主防災組織は、「自分たちの地域は自分たちで守る」という助け合いの精神、連帯感に基づき自主的に結
成する組織で、災害による被害を予防し、軽減するための活動を行います。
　今年の３月１日現在、大野市の自主防災組織は168組織あり、市内全体に占める結成率は92.9㌫となっ
ています。
　もし、今、あなたの地域で大災害が起きたら、避難方法、避難所への経路、安否確認はどうしますか？

　いつ起こるか分からない災害に対して、まず、自分たちの住ん
でいる地域をよく知ることが大切です。日ごろからの訓練や地域
コミュニティを通じて、地区のことを把握しておきましょう。
・避難所の把握（地区の集合場所や指定避難所）
・避難経路の確認（がけ崩れ、ブロック塀の有無、側溝などの危

険個所の把握）
・災害時の役割分担の確認
・大野市総合防災マップなどを活用した図上訓練
　また、自主防災組織が防災訓練を行う際に、市職員（消防署員
含む）の派遣を希望する場合は、問い合わせてください。
〇訓練項目
　避難訓練、地震体験、濃煙体験、消火器取り扱い、救急講習、
防災・防火講話など
問　防災防犯課（☎64・4800）

自主防災組織の活動について
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第52回越前大野名水マラソン
　大会パンフレットは、市役所、学びの里「めいりん」、エキサイト広場、Ｂ＆Ｇ海洋センター、各公民館などに
あります。エントリー用紙（郵便振込用紙）は、大会パンフレットと一緒に置いてありますが、必要な人は、大会
事務局（学びの里「めいりん」）で受け取ってください。パソコンや携帯電話から大会専用サイト
へアクセスし、申し込むこともできます。
※市内の小中学生は新学期後に、学校を通じて専用の申込用紙を配布します
問　越前大野名水マラソン大会事務局（スポーツ振興室内　☎65・5592　FAX66・2885）
　〒912-0087　大野市城町９－１　　大会専用サイト　http://runnet.jp 大会専用サイト

QRコード

５月22日日午前９時10分　市役所前スタート 参加申込締切は４月15日金

種　目 部　門 スタート時刻

２㌔

小学親子（１～３年の各学年） 午前９時20分、25分、30分

小学４年（男子・女子） 午前10時20分

小学５・６年（男子・女子） 午前10時25分、30分

３㌔

中学（男子・女子） 午前10時40分、50分

一般男子（高校生を除く） 午前10時40分

一般女子（高校生を除く） 午前10時50分

５㌔ 一般男子（39歳以下・40歳以上）、一般女子 午前11時

10㌔ 一般男子（39歳以下・40歳代・50歳代・60歳以上）、一般女子 午前10時10分

ハーフ
一般男子（39歳以下・40歳代・50歳代・60歳以上）
一般女子（39歳以下・40歳以上）

午前９時10分

ラ
ン
ナ
ー
に
優
し
い
コ
ー
ス
設
定

　

コ
ー
ス
は
、
ス
タ
ー
ト
の
市
街
地
か
ら
田
園
地
帯
へ
抜
け
る
高
低
差
約
50
㍍
の
穏
や
か
な
こ

と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
地
元
区
民
の
手
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
花
が
コ
ー
ス
沿
線
を
き
れ
い

に
彩
り
ま
す
。
ハ
ー
フ
折
り
返
し
点
ま
で
の
間
に
、
給
水
所
を
４
カ
所
と
ス
ポ
ン
ジ（
冷
却
）ポ

イ
ン
ト
を
２
カ
所
設
置
し
、
充
実
し
た
給
水
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
て
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
や
救
護
用
品
を
持
っ
た
救
護
ス
タ
ッ
フ
も
コ
ー
ス
各
所
に
待
機
し
て
い
ま
す
。

関
門
を
設
置
し
ま
す

　

ゴ
ー
ル
閉
鎖
時
刻
は
正
午
で
す
。
た
だ
し
、
競
技
の
運
営
上
ゴ
ー
ル
ま
で
残
り
２
㌔
地
点
に

制
限
時
間
の
関
門
を
設
置
し
ま
す
。
関
門
の
閉
鎖
時
間
は
午
前
11
時
50
分
で
す
。
ハ
ー
フ
の
部
、

10
㌔
の
部
、
５
㌔
の
部
に
出
場
す
る
ラ
ン
ナ
ー
で
関
門
閉
鎖
時
刻
に
関
門
を
通
過
で
き
な
か
っ

た
ラ
ン
ナ
ー
は
、
そ
の
時
点
で
競
技
を
中
断
し
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
ゴ
ー
ル
で

き
な
か
っ
た
ラ
ン
ナ
ー
の
記
録
・
計
測
は
行
い
ま
せ
ん
。

大会会場とコースを一部変更します
　今大会からレースの発着点・会場が越前おおの結ステーションから
市役所へ変更となります。
●大会会場　結ステーション　→　市役所駐車場・城下町南広場
●スタート・ゴール地点　商工会議所前　→　市役所前
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公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

今
年
の
６
月
19
日
以
降
に
行
わ
れ

る
衆
議
院
議
員
総
選
挙
ま
た
は
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
、
投
票

に
際
し
て
の
選
挙
権
年
齢
が「
満

20
歳
以
上
」か
ら「
満
18
歳
以
上
」

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

若
者
の
投
票
率
が
低
く
な
る

と
、
若
者
の
声
は
国
や
地
方
の
政

治
に
届
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
若
者
に
向
け

た
施
策
が
実
現
し
に
く
く
な
っ
た

り
、
実
現
す
る
の
に
時
間
を
要
し

た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

若
者
の
意
見
も
政
治
に
届
く
よ

う
に
選
挙
権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら

れ
た
の
で
、有
権
者
と
な
っ
た
ら
、

必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

●
な
ぜ「
18
歳
以
上
」に
引
き
下
げ

ら
れ
る
の
？

　
　

少
子
化
・
高
齢
化
や
人
口
減

少
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
未
来

を
作
り
担
う
存
在
で
あ
る
若
者

に
も
、
よ
り
一
層
国
や
地
方
の

政
治
に
参
画
し
て
も
ら
う
た

め
、
選
挙
権
年
齢
を
引
き
下
げ

ら
れ
た
も
の
で
す
。

●
ど
ん
な
選
挙
で
投
票
で
き
る
の
？

　

国
会
議
員
を
選
ぶ「
国
政
選

挙
」や
、
都
道
府
県
の
知
事
や

市
区
町
村
長
と
こ
れ
ら
の
議
会

の
議
員
を
選
ぶ「
地
方
選
挙
」で

投
票
が
で
き
ま
す
。

　

議
員
、
知
事
、
市
区
町
村
長

の
仕
事
は
、
私
た
ち
国
民
や
地

域
住
民
の
代
表
と
し
て
、
国
や

地
方
の
政
治
を
行
う
こ
と
で
す

が
、
こ
う
し
た
代
表
者
を
選
ぶ

た
め
の
大
事
な
手
段
が
選
挙
で

す
。
有
権
者
に
な
る
こ
と
は
、

選
挙
を
通
じ
て
政
治
の
過
程
に

参
加
す
る
権
利
を
持
つ
と
い
う

こ
と
で
す
。

●
投
票
は
ど
う
す
る
の
？

　
　

投
票
は
、１
人
一
票
で
あ
り
、

原
則
と
し
て
投
票
日
に
投
票
所

で
行
い
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
投
票
日
当
日
に
、

指
定
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
で

き
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票

や
不
在
者
投
票
の
制
度
を
利
用

し
て
事
前
に
投
票
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　

多
く
の
市
区
町
村
で
は
、
投

票
日
前
に
有
権
者
に
対
し
投
票

所
入
場
券
な
ど
が
配
ら
れ
、
投

票
日
や
投
票
所
が
通
知
さ
れ
る

の
で
、
通
知
さ
れ
た
投
票
所
に

投
票
所
入
場
券
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
投
票
所
入
場
券
が
な

く
て
も
、
市
区
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
が
管
理
す
る「
選
挙
人

名
簿
」に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

こ
の「
選
挙
人
名
簿
」に
登
録

さ
れ
る
の
は
、
年
齢
満
18
歳
以

上
の
日
本
国
民
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
資
格
を
満
た
す
人

で
す
。

・
住
民
票
が
つ
く
ら
れ
た
日（
他

の
市
区
町
村
か
ら
の
転
入
者
は

転
入
届
を
し
た
日
）か
ら
引
き

続
き
３
カ
月
以
上
、
現
在
居
住

す
る
市
区
町
村
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
住
民
票
が
つ
く
ら
れ
た
日（
他

の
市
区
町
村
か
ら
の
転
入
者
は

転
入
届
を
し
た
日
）か
ら
引
き

続
き
３
カ
月
以
上
、
現
在
居
住

す
る
市
区
町
村
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
た
人
で
、

転
出
な
ど
で
そ
の
市
区
町
村
の

区
域
内
に
住
所
を
有
し
な
く

な
っ
た
日
か
ら
４
カ
月
を
経
過

し
た
人

※
進
学
や
就
職
の
た
め
転
出
さ

れ
る
人
は
、
転
出
前
の
市
区

町
村
で
投
票
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
選
挙
運
動
は
で
き
る
の
？

　
　

18
歳
以
上（
有
権
者
）の
人

は
、
一
定
の
ル
ー
ル
を
守
れ
ば

さ
ま
ざ
ま
な
選
挙
運
動
が
で
き

ま
す
。

　
　

選
挙
の
公
示
ま
た
は
告
示
が

行
わ
れ
る
と
、
特
定
の
候
補
者

の
当
選
を
目
的
と
し
た「
選
挙

運
動
」が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
候
補
者

が
選
挙
管
理
委
員
会
に
立
候
補

の
届
け
出
を
し
た
と
き
か
ら
投

票
日
の
前
日
ま
で
に
限
っ
て
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
選
挙
運
動
に
は
、

公
平
を
保
つ
た
め
に
一
定
の

ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
違
反
す
る
と
法
律
で
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

選
挙
管
理
委
員
会　

　
（
☎
64
・
４
８
０
１
）

あ
な
た
の
思
い
を
一票
に

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
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共　

通　

事　

項

募
集
人
員　

各
１
人

提
出
書
類　

・
履
歴
書
（
市
販
の
履
歴
書
）

・
写
真
（
履
歴
書
に
貼
付
、
６

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
上
半

身
、
脱
帽
、
正
面
向
き
）

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状

勤
務
時
間　

１
週
間
当
た
り
30

時
間

給
与
な
ど　

大
野
市
嘱
託
職
員
の

任
用
等
に
関
す
る
要
綱
の
規
定

に
よ
る

そ
の
他　

受
験
者
全
員
に
合
否
を

通
知
。
詳
し
く
は
、
各
担
当
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

生
涯
学
習
課
嘱
託
職
員

採
用
期
間　

５
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日
※
更
新
あ
り

業
務
内
容　

社
会
教
育
お
よ
び
生

涯
学
習
の
推
進
な
ら
び
に
社
会

教
育
関
係
団
体
の
育
成
な
ど

勤
務
場
所　

市
内
の
公
民
館

受
験
資
格　

社
会
教
育
お
よ
び
生

涯
学
習
の
推
進
に
熱
意
の
あ
る
人

提
出
書
類
（
共
通
事
項
に
加
え
）

　

作
文（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
程
度
に「
公
民
館
職
員

と
し
て
の
抱
負
」）※
パ
ソ
コ
ン

な
ど
は
使
用
せ
ず
手
書
き
す
る

申
込
方
法　

提
出
書
類
を
生
涯
学

習
課
に
持
参
か
郵
送 

（
郵
送
の

場
合
、
封
筒
の
表
に「
生
涯
学

習
課
嘱
託
職
員
受
験
」と
朱
書

き
し
書
留
郵
送
）

申
込
期
間　

４
月
４
日
月
～
15
日

金
（
郵
送
の
場
合
、
４
月
15
日

金
必
着
）

試
験　

筆
記
試
験（
教
養
試
験
）と

面
接

日
時　

４
月
24
日
日
午
前
９
時

場
所　

学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

問　

生
涯
学
習
課

　
（
☎
65
・
５
５
９
０
）

　

〒
９
１
２
ー
０
０
８
７　

大
野

市
城
町
９
ー
１

消
費
生
活
相
談
員

採
用
期
間　

６
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日
※
更
新
あ
り

業
務
内
容　

消
費
生
活
に
関
す
る

相
談
・
苦
情
処
理
、
消
費
生
活

に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発

お
よ
び
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど

勤
務
場
所　

消
費
者
相
談
セ
ン

タ
ー
（
市
民
生
活
課
内
）

受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
者

①
消
費
生
活
専
門
相
談
員
の
資

格
を
有
す
る
者
（
独
立
行
政

法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

認
定
資
格
）

②
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

資
格
を
有
す
る
者
（
財
団
法

人
日
本
産
業
協
会
認
定
資
格
）

③
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
資
格
を
有
す
る
者
（
財
団

法
人
日
本
消
費
者
協
会
認
定

資
格
）

④
関
係
知
識
の
習
得
、
自
己
研

さ
ん
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
今
後
資
格
を
取
得
す
る

意
欲
の
あ
る
者
（
お
お
む
ね

採
用
後
３
年
以
内
に
取
得
）

提
出
書
類 

（
共
通
事
項
に
加
え
）

　

作
文
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
程
度
に「
消
費
生
活
相

談
員
に
期
待
さ
れ
る
役
割
」）

申
込
方
法　

提
出
書
類
を
市
民
生

活
課
に
持
参
か
郵
送 

（
郵
送
の

場
合
、
封
筒
の
表
に「
消
費
生

活
相
談
員
受
験
」と
朱
書
き
し

書
留
郵
送
）

申
込
期
間　

４
月
４
日
月
～
15
日

金
（
郵
送
の
場
合
、
４
月
15
日

金
必
着
）

試
験　

筆
記
試
験（
教
養
試
験
）と

面
接

　

日
時　

４
月
24
日
日
午
前
９
時

　

場
所　

結
と
ぴ
あ
（
有
終
会
館
）

問　

市
民
生
活
課

　
（
☎
64
・
４
８
１
０
）

　

〒
９
１
２
ー
８
６
６
６ 

（
住
所

は
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

介
護
認
定
調
査
員

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

採
用
期
間　

６
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日
※
更
新
あ
り

受
験
資
格　

普
通
自
動
車
免
許
を

取
得
し
て
い
る
者
ま
た
は
平
成

28
年
５
月
31
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
者

勤
務
場
所　

健
康
長
寿
課
（
結
と

ぴ
あ
内
）

申
込
期
間　

４
月
１
日
金
～
20
日

水
（
郵
送
の
場
合
、
４
月
20
日

水
必
着
）

試
験　

個
別
面
接

　

日
時　

４
月
24
日
日
午
前
９
時
～

　

場
所　

結
と
ぴ
あ
（
有
終
会
館
）

●
介
護
認
定
調
査
員

業
務
内
容　

介
護
認
定
申
請
を

行
っ
た
者
に
対
す
る
認
定
調
査

受
験
資
格 　

保
健
師
、
看
護
師
、

介
護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉

士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
取
得
者

申
込
方
法　

提
出
書
類
を
健
康
長

寿
課
に
持
参
か
郵
送 

（
郵
送
の

場
合
、
封
筒
の
表
に「
介
護
認

定
調
査
員
受
験
」と
朱
書
き
し

書
留
郵
送
）

●
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

業
務
内
容　

認
知
症
の
早
期
発
見

や
啓
発
に
関
す
る
業
務

受
験
資
格　

保
健
師
、
看
護
師
、

社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
、
作
業
療
法
士
の
い
ず
れ
か

の
資
格
取
得
者

申
込
方
法　

提
出
書
類
を
健
康
長

寿
課
に
持
参
か
郵
送 

（
郵
送
の

場
合
、
封
筒
の
表
に「
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
受
験
」と
朱

書
き
し
書
留
郵
送
）

問　

健
康
長
寿
課

　
（
☎
65
・
７
３
３
３
）

　

〒
９
１
２
ー
８
６
６
６ 

（
住
所

は
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

情
報
管
理
専
門
員

採
用
期
間　

５
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日
※
更
新
あ
り

業
務
内
容　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

中
心
と
し
た
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
の
情
報
発
信
業
務
、
職
員
な

ど
に
対
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制

作
や
掲
載
情
報
管
理
の
研
修
業

務
、
各
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制

作
や
掲
載
情
報
管
理
の
操
作
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
対
応
業
務

受
験
資
格 　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
関
す
る
掲
載
情
報
管
理

業
務
や
相
談
業
務
を
行
う
誠

意
と
熱
意
が
あ
る
人
、
パ
ソ

コ
ン
の
入
力
操
作
が
可
能
な
人

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
が

使
用
で
き
る
人
）、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）を
利
用
し
て
い

る
人

　
　

次
の
経
験
を
有
す
る
人
は
考

慮
す
る

①
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制
作
業
務

各
種
嘱
託
職
員
募
集
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に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

②
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
動
画
、
画

像
の
編
集
や
デ
ザ
イ
ン
業
務

な
ど
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ

る
人

③
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
編
集
業

務
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

提
出
書
類 

（
共
通
事
項
に
加
え
）

　

作
文（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
程
度
に「
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
期
待
さ
れ
る
役
割
」）

申
込
方
法　

提
出
書
類
を
結
の
故

郷
推
進
室
に
持
参
か
郵
送 
（
郵

送
の
場
合
、
封
筒
の
表
に「
嘱

託
職
員
受
験
」と
朱
書
き
し
書

留
郵
送
）

申
込
期
間　

４
月
１
日
金
～
15
日

金
（
郵
送
の
場
合
、
４
月
15
日

金
必
着
）

試
験　

筆
記
試
験（
教
養
試
験
）と

面
接

　

日
時　

４
月
24
日
日
午
前
９
時

　

場
所　

結
と
ぴ
あ
（
有
終
会
館
）

問　

結
の
故
郷
推
進
室

　
（
☎
64
・
４
８
２
４
）

　

〒
９
１
２
ー
８
６
６
６ 

（
住
所

は
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

市地下水対策審議会委員を募集
募集人員　若干名
対象　市内在住の20歳以上で、地下水に関心がある人
任期　委嘱の日～平成30年３月31日
会議日程　年に１～２回、原則として平日の昼間に開催予定
申込方法　地下水について日ごろ感じていることを400字程

度にまとめ、履歴書と一緒に持参か郵送（様式は問わない）
締切　４月25日月午後５時必着
問　湧水再生対策室（☎64・4813）
　〒912-8666（住所は書かなくても届きます）

環境保全対策審議会、廃棄物減量等推進審議会委員を募集
募集人員　
　環境保全対策審議会２人
　廃棄物減量等推進審議会３人
対象　市内在住の20歳以上で、各審議会が取り扱う

問題に関心がある人
任期　委嘱の日～平成30年３月31日
会議日程　年に２～３回、原則として平日の昼間に

開催予定
申込方法　各審議会が取り扱う問題に日ごろ感じて

いることを400字程度にまとめ、履歴書と一緒に
持参か郵送（様式は問わない）

締切　４月25日月午後５時必着
問　市民生活課（☎66・1111内線1208）
　〒912-8666（住所は書かなくても届きます）

越前おおのブランド発信に補助
　広告活動や県外での物産販売を通して、越前おおのブランドを全国に発信する取り組みに補助します。
対象広告物や対象経費など詳しくは、問い合わせてください。

対象者　市内に在住か、市内の事業所に勤務する
３人以上で組織する団体、または市内に所在地
がある事業所

提出書類　事業計画書と収支予算書のほか関係資
料。様式は結の故郷推進室に設置。市ホームペー

ジからも入手可能
申請方法　結の故郷推進室に郵送か持参
その他　申請は随時受け付け。予算がなくなり次

第、受け付けは終了します
問　結の故郷推進室（☎64・4824）

対象事業　越前おおのブランドを全国に発信し、
強く印象付けて誘客を図る事業。啓発や物産販
売など、対象者が自ら県外で実施する活動のう
ち、他の補助事業の対象となっていないもの

補助限度額　補助対象経費の２分の１以内。上限
額は10万円

2県外で宣伝活動1広告などにイメージデザイン
対象事業　対象者が自社を宣伝するための広告物

などに、越前おおのブランドロゴと越前おおの
らしさをイメージさせる写真・絵・デザインな
どを掲載する取り組み

補助限度額　補助対象経費の３分の１以内。上限
額は対象広告物により異なります

共通事項
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休館日

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
年金相談 28日 前10～後３：30 大野商工会議所 ☎66・1230

結婚相談・女性悩みごと相談
（レディース・トラブル・バスター） ６・13・20・27日 ６日 後６～８

ほか 後１:30～３：30 結とぴあ（有終会館） ☎64・5142
（福祉こども課）

心配ごと相談 ７・14・21・28日 前９～正午 結とぴあ（有終会館） ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

施　設　名 休　館　日
学びの里「めいりん」 なし

公民館 29日 

図書館 ４・11・17・18・25・29日

本願清水イトヨの里 ４・11・18・25日

歴史博物館・民俗資料館 なし

和泉郷土資料館・笛資料館 ４・11・18・25日

越前大野城

なし武家屋敷旧内山家

武家屋敷旧田村家

文化会館 ４・11・18・25日

B&G海洋センター ４・11・18・25・30日

エキサイト広場 ６・13・20・27日

あっ宝んど 12日

平成の湯 ５・12・19・26日

有終会館 なし

土

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
あそぼう百人一首
　後３～４　図書館
防災拠点エリア落成式
　前10～正午　城下町南広場

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
自然あそび
　後２：30～３：30　図書館

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
おはなし会
　後３～３：30　図書館

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
おはなし会
　後３～３：30　図書館

金

●消防総合訓練

絵本の部屋
　前10～正午　図書館

●ごみの祝日受け入れ

１

８

15

22

29

青少年育成の日

昭和の日

子ども読書の日

２

９

16

23

30

休日急患診療
（☎ 65・8999）

【診療科目】
　小 児 科  （日･祝日のみ）内科･外科

【診療時間】
　土 曜 日  後１～９（２・９・16・23・30日）
　日・祝日  前９～後９（３・10・17・24・29日）

【中小企業相談】（商工業に関する相談）

経営（商業） ８日 後１～４

大野商工会議所

☎66・1230

労働 11日 後１～４

金融（日本政策金融公庫・中小企業事業） 13日 前10～正午

法律 21日 後１～４

税務 22日 後１～４

司法書士相談 20日 後１～４

夜間相談 ７・21日 後５～８

和泉地区相談会 13日 前10～後３ （会場）和泉ふれあい会館

要申込

４月29日 昭和の日には、
みんなで国旗を揚げましょう。

博物館施設開館のお知らせ
　冬期期間休館していた笛資料館を開館します。
開館日　４月１日金から
休館日　月（日が祝日の場合は開館し翌日休館）、祝日

の翌日、12月１日〜３月31日
問　文化財保護室 （☎65・5520）

花まつり
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木

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
機能訓練
　後１～３
　保健センター（有終会館内）

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
機能訓練
　後１～３
　保健センター（有終会館内）

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
機能訓練
　後１～３
　保健センター（有終会館内）

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
機能訓練
　後１～３
　保健センター（有終会館内）

水

３歳児健康診査
　後１～１：40
　保健センター（有終会館内）

火

推定筋肉量定期測定
　前９～後６
　保健センター（有終会館内）

無料ストレス相談（要申込）
　後１～５
　結とぴあ（有終会館）
１歳半児健康診査
　後１～１：40
　保健センター（有終会館内）

月

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
機能訓練
　後１～３
　保健センター（有終会館内）

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
機能訓練　後１～３
　保健センター（有終会館内）
防災行政無線訓練放送
　前10～11の間に、約10分間
　防災無線テレホンサービス
　☎66・1127

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
機能訓練　後１～３
　保健センター（有終会館内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
機能訓練
　後１～３
　保健センター（有終会館内）

日

普通救命講習会（要申込）
　前９～正午　消防本部
●ごみの第４日曜日受け入れ

市民カレンダー４月 卯 月
うづき

メートル法公布
記念日

家庭の日

世界保健デー３

10

17

24

４

11

18

25

発明の日 郵政記念日
穀雨食育の日

清明 ５

12

19

26

６

13

20

27

人権相談・行政相談 ７・21日 後１:30～３:30 結とぴあ（有終会館） ☎64・4820
（総務課)無料登記相談 13日 後１:30～４ 結とぴあ（有終会館）

法律相談 14・28日 後１～４ 結とぴあ（有終会館） ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要申込

各種相談日
【保健関係】

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
育児相談会 ６・20日 前10～11 保健センター（有終会館内） ☎65・7333

（保健センター）

心の健康相談 ６・20日 後２～３

奥越健康福祉センター ☎66・2076
エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 ５・19日 前９～11

女性相談 ４・７・14・18・21・28日 前９～後５：15

育児不安解消サポート教室（おひさま広場） ６日 前10～11：30

断酒会 17日 後１～３ 学びの里「めいりん」 ☎65・5590

幼児のことばと発達相談 ６・13・20・27日 前９:30～11：30 児童デイサービスセンター（有終会館内） ☎65・8535

補聴器相談 18日 前10～正午 結とぴあ（有終会館） ☎64・5142
（福祉こども課）

ピアサロン いちご会（え） ６・13・20・27日 後１:30～３:30 結とぴあ（有終会館） ☎69・1600
（障害者相談支援センター）

要申込

要申込

７

14

21

28

●印の行事は別の紙面で詳しく記載しています。

未成年者飲酒防止強調月間

みどりの月間（15日～５月14日）

科学技術週間（18日～24日）

こどもの読書週間（23日～５月12日）

■

■

■

■

今 月 の 納 税

固定資産税　第１期分

◆納期限  ５月２日（月）
★納税は便利な口座振替を

ご利用ください
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〇
特
色

・
卒
業
後
、
市
内
に
居
住
す
る
と
、

そ
の
後
の
返
済
額
が
半
額
に
な

り
ま
す

・
結
婚
し
て
夫
婦
で
市
内
に
居
住

す
る
と
、
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す

〇
応
募
で
き
る
人

・
４
月
１
日
現
在
、
満
25
歳
以
下

で
、
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
に

在
学
し
て
い
る
人

・
本
市
出
身
ま
た
は
市
内
に
居
住

し
、
保
護
者
も
市
内
に
居
住
し

て
い
る
人

※
保
護
者
の
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す

〇
奨
学
金
の
額

・
自
宅
通
学　

月
１
万
円

・
自
宅
外
通
学　

月
２
万
円

〇
受
付
期
間

　
　

４
月
１
日
金
～
５
月
２
日
月

（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
教
育
総
務
課
で

受
け
付
け
）

〇
貸
与
の
決
定

　
　

貸
与
対
象
者
選
考
審
査
会
で

貸
与
の
可
否
を
決
定
し
、
５
月

末
ま
で
に
通
知
し
ま
す

〇
そ
の
他

　
　

申
請
書
、
募
集
要
項
は
、
教

育
総
務
課
、
各
公
民
館
、
図
書

館
、
市
内
高
等
学
校
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

問　

教
育
総
務
課

　
（
☎
64
・
４
８
２
７
）

　

〒
９
１
２

－

８
６
６
６
（
住
所

は
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

　

平
成
28
年
度
の
結
の
故
郷
奨
学
金
の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
教
育
総
務
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度 

結
の
故
郷
奨
学
金

申
請
受
付
を
開
始

障害者差別解消法が施行されます
　４月から、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」が施行されます。
　この法律は、行政機関や民間事業者などに対し、障害を理由とする「不当な差別的取り扱いの禁止」と、「合理的
配慮の提供」を義務付けています。（ただし、民間事業者における合理的配慮の提供は努力義務となります。）

●「不当な差別的取り扱い」とは　
　　障害を理由として、正当な理由なくサービスの提
供を拒否したり、制限したりすることです
例：◦障害を理由として飲食店の入店を断られた
　　◦アパートを契約するときに、障害があること

　を伝えたらアパートを貸してくれなかった
●「合理的配慮の提供」とは
　　障害のある人から、何らかの配慮を求める意志の
表明があった場合には、行政機関や民間事業者など
が負担になり過ぎない範囲で、困難な状況を解決する
ために必要なやり方や工夫を行うことです
例：◦窓口で筆談や読み上げなど、障害の特性に応

　じたコミュニケーション手段で対応すること
　◦車いすの人が乗り物に乗るときに手助けすること

●個人的に障害のある人と接する場合
　　この法律は、一般の人が個人的な関係で障害のあ
る人と接するような場合や、個人の思想、言論には
適用されませんが、市民の皆さん
が、障害や障害のある人に対する
理解を深め、誰もが障害のある人
を自然に手助けすることができる
まちづくりを進めていくことが大
切です
問　福祉こども課（☎64・5142）

戦没者などの遺族に対する「第10回特別弔慰金」の受付
　平成27年４月１日を基準日として、第10回特別弔慰金の受け付けを行っています。まだ届け出をされ
ていない人は、届け出をお願いします。
支給対象者　戦没者などの死亡当時の遺族（詳しくは、問い合わせてください）
請求締切　平成30年４月２日
受付場所　福祉こども課
問　福祉こども課（☎64・5142）
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　市では、文化芸術活動を行う団体に補助金を交付しています。平成28年度補助を希望する団体は、認定
申請書を提出してください。
　補助の対象となる経費や補助率などは、内容により異なります。自主的な団体が定例的に行う事業は対象
となりません。詳しくは、問い合わせてください。

文化事業補助の希望団体を募集

提出書類　認定申請書（事業計画書・実施者名簿・
収支予算書）

締切　５月20日金
対象となる事業
◦市民が自ら行う公演や展示で市民に広く公開され

るもの
◦市民が保存・普及のために一定期間継続して行う

伝統芸能活動や歴史、科学などの調査研究活動、
美術・音楽・文学・舞台芸術などの文化活動

問　生涯学習課（☎65・5590）

　市では、難病などで治療が必要な人に１人３万円
の見舞金を支給します。該当する人は、申請してく
ださい。
対象疾患

・難病の患者に対する医療等に関する法律第５条
第１項の指定難病

・心臓疾患および先天性内臓疾患（平成28年３月
31日現在で18歳未満の人で、完治の見込みが
なく、継続した治療が必要な人）

・慢性腎不全（完治の見込みがなく、週２回以上
の透析が必要な人）

対象者　上記の疾患により６カ月以上入院または通
院して治療を受けており、かつ本市に１年以上住

民登録がある人
申請期間　４月１日金～11月30日水
　※期間以外に申請する人は相談してください
申請に必要な物

①申請書と請求書（用紙は福祉こども課にありま
す。市ホームページからもダウンロードできます）

②特定医療費受給者証の写し（指定難病の場合）、
特定疾病療養受療証の写し（慢性腎不全の場
合）、これらがない場合は医師診断書および意
見書

③印鑑と通帳のコピー
問　福祉こども課（☎64・5142）

難病などの治療に特別見舞金を支給します

　市の交流人口拡大および帰省の促進を図ることを目的に、市内で小学校、中学校、高等学校の同窓会を開
催した場合、費用の一部を補助します。

市内で開催する同窓会開催費用の一部を補助します

対象者・補助要件
①同窓生20人以上が参加する同窓会（高校在学中

の同窓会は除く）
②市外居住者が４分の１以上参加すること
③同窓会開催時に、市が実施する情報発信に関す

る学習会や本市出身者による講演会などを開催
すること

補助金額・補助率
　同窓会の１人当たり経費の３分の１または１人当

たり2000円のいずれか低い金額に参加者数を乗
じた金額（上限は20万円）

その他
　申請方法など詳しくは、問い合わせてください
問　生涯学習課（☎65・5590）
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